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概　要
　本研究は、もともと青年期における諸問題の予防的アプローチとして Death Education Program を導
入するための導入時期について検討することを目的としてきた。基礎的調査として幼児期の子どもを持つ
保護者に対しての実態調査を行い、子どもへ死を伝えることの必要性を確認した。その内容に基づき保育





















































Death Study そして Death Learning へと変遷していっ
たことも付記しておく。






観点から Death Study が定着している。しかしこれら
も、死そのものを学ぶ（例えば死とは何か、等）ことに




がある。ブタペスト周辺に住む 3 から 13 歳の 378 人を
対象として死の概念の発達的研究を行い、以下の 3 段階
に分類している。①５歳以下の子どもは、死を可逆性に












3 ～ 5 歳で 11％の子どもが死を考えるとし、死の普遍性
についての理解が芽生えることを示唆している。また、


















５園）に通う 3 ～ 6 歳の子どもをもつ保護者 404 名（母





教系２園（回答総数 137）、仏教系 2 園（回答総数 85）、




























　方法：保育園児を対象（3 歳児 15 名、4 歳児 19 名、5
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　読み聞かせは、実験群の幼児に週 1 回、約 15 分行った。








定期的に Death Study を実施することにより、不安や
恐怖を伴うことなく死の認識を深め、より自然な形で死
を学ぶことを課題とし、よりリアルな形での絵本の読み
聞かせや体験型 Death Study を取り入れ実施した。子
どもの概念形成はもとより、本発達期の課題でもあり、
かつ Death Study において、その中心となるアニミズ
ム残存状況について検討する。
　方法：調査対象は保育園児、3 歳児 20 名、4 歳児 20 名、
5 歳児 26 名の計 66 名。うち実施群は、ランダムに選出
した各年齢 10 の 10 名、計 30 名である。
実施群は各年齢幼児に週 1 ～ 2 回、絵本の読み聞かせと
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